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２０１７年８月８日 

日本通運株式会社 

 

２０１８年３月期第１四半期決算説明会(電話会議) 主な質疑応答（要旨） 

 

 

（業績予想の修正） 

Ｑ１：上期は上方修正しましたが、下期は下方修正となった背景を聞かせてくだ

さい。（期首の見通しと比べて）費用の見方は何か変化していますか？ 

 

Ａ１：１Ｑの実績、足元の荷動きから、実態に即して上期予想を上方修正しまし

た。１Ｑの業績を牽引した航空貨物について、上期は現在の水準での推移

を予想していますが、下期以降は不透明であり、ボリューム確保による購

買力の強化と、混載効率向上の取組みを継続します。先行きについては、

中国における航空のチャーター便規制の延長や、人件費、外注費の動向が

不透明であることを総合的に勘案し、現時点では、通期予想を修正する判

断には至らず、据え置きました。なお、下期に特別な費用増などは見込ん

でいません。 

 

（日本） 

Ｑ２：日本セグメントの増益のうち、有形固定資産の減価償却方法の変更を除い

た、増益要因を教えてください。また、日本国内の荷動き、荷量の動向は

どうでしょうか？  

 

Ａ２：メインで牽引したのは、航空輸送です。その他の取扱いも堅調に推移しま

した。足元の荷動きは堅調に推移しています。短期的に特定の大きな変動

は見込んでおらず、通期でも堅調に推移する見込みです。 

 

Ｑ３：有形固定資産の減価償却方法の変更による影響は、通期を通して、１Ｑの

効果額と同額が見込まれますか？ 

 

Ａ３：１Ｑの効果額は、通期の効果額の４分の１です。２Ｑ以降も、ほぼ同額の

効果が見込まれます。 

 

Ｑ４：トラック輸送の荷動きは堅調という話ですが、値上げ効果は出ています

か？ 

 

Ａ４：７/１に積合せ料金（届出運賃）の改定をしましたが、１Ｑにおいても、 

   小口貨物の単価は上昇しました。これまでの適正料金収受の取組みの効果 

とみています。単なる値上げではなく、手待ち時間への理解や物流改善も 

含め、個別に交渉を進めているところであり、効果額については、通期で 

ご案内をする予定です。 
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Ｑ５：航空の粗利の考え方について聞かせてください。 

 

Ａ５：航空については、昨年下期から一定の数量が継続し、数量増により利用費

が増加しています。スポット貨物が多く、スポット運賃の適用により、  

航空利用費は高めの水準ですが、販売運賃にも反映していますので、粗利

の額は増加しています。２Ｑくらいまでは、現在の仕入れ環境に大きな 

変化はないと予想しています。 

 

（東アジア） 

Ｑ６：中国におけるチャーター便規制が継続する間は、東アジアの利益改善は 

見込めませんか？今後、利益率を改善する施策はありますか？  

 

Ａ６：中国の航空規制延長は懸案事項です。運賃のお客様への転嫁についても 

交渉を進めています。また、航空の他にも、海運、倉庫の荷動きは堅調で、

回復傾向にあります。期首の計画より遅れていますが、下期の改善を目指

し、取り組んでいます。 

 

（重量品建設） 

Ｑ７：重量品建設について、上期は好調で下期は減益の予想ですが、シャット  

ダウン・メンテナンスは、今後定期的な需要が見込まれますか？ 

 

Ａ７：シャットダウン・メンテナンスは今後も定期的な需要が見込まれますが、

今年度は上期に多く、下期が端境期となる見込みです。 

 

（物流サポート） 

Ｑ８：物流サポートの軽油引取税の経理処理変更の影響は、１Ｑで２億円という

ことでしたが、２Ｑ以降の見通しを教えてください。 

 

Ａ８：（営業外収入での計上から、営業費用の減額へ計上方法を変更した影響は）

２Ｑ以降も、１Ｑと同様の影響が見込まれますが、前年は、４Ｑに１年分

を計上していますので、この分の影響は通期ではフラットです。（計上時

期の変更による影響は、通期の予想に織り込まれています。）なお、軽油

の販売動向によって期毎の影響額は変動します。 

   

    

 

 

以 上 


